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現
在
、
平
川
か
ら
富
家
小
学
校
に
通
学

し
て
い
る
児
童
は
４
名
。
就
学
前
の
子
供

は
６
名
お
り
、
こ
の
う
ち
来
春
に
は
２
名

が
新
た
に
入
学
す
る
予
定
だ
。
市
内
の
児

童
・
生
徒
数
は
減
少
し
続
け
て
お
り
、
今

後
学
校
の
統
廃
合
は
さ
ら
に
進
む
。
地
域

の
将
来
と
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
も
少
子
化
対
策
は
待
っ
た
な
し
だ
。

ピカピカの1年生

この春、富家小学校に
入学した與田虎太郎君
（下郷隠地）。お姉ちゃん
の紬さんと元気に登校し
ています（写真右）
◀矢尾海人君は、隣の頭
鬼千奈さんといっしょに
登校しています（山添）

６月17日 ふれあいの里づくり総会
６月１７日、いこいの家で令和６年度平川ふれあいの里づく

り推進委員会（井上明彦会長）の総会が、福祉委員など関係

者３５名が出席し、開催されました。

会議では、５年度の事業・決算報告や今年度の事業方針、

予算などが審議され、いずれも原案のとおり承認されまし

た。また、役員改選では、引き続き井上会長が再任されるな

どほとんどの役員が留任となりました。

総会後は今年駐在所に赴任された小林和雅巡査長さんか

ら振り込み詐欺などに注意することなどの話が、さらに松本

郵便局長さんから業務の紹介などがありました。

令和６年度福祉委員 お世話になりますm(_ _)m

町内会 氏 名 町内会 氏 名

堀 井 杉 田 省 吾 下郷宮側 高 前 力 男

小戸森 前 原 成 志 天王臼谷 下 向 智

阿部浦 内 田 満 修 大原田間地 南 條 昇 五

前 北 井 上 渉 小 林 内 田 悦 子

後 北 江 草 光 政 小迫通槙 西 田 繁 代

坪野乙原 谷 本 喜 美 金 野 ◎井上明彦

名 木 予 風 雅 通 平弟子 高 橋 成 宜

上 郷 江 草 正 登 東安田 堀 井 昭 彦

中郷上 松 田 充 広 西安田 江 崎 裕 二

中郷下 石 井 博 明 津々羅 ○高橋達司

下郷日名 泉 修 平 越 山 物 部 泰 昌

下郷隠地 泉 栄 二 山 添 小 林 義 範

◎支部長 ○副支部長 （敬称略）

令和６年度平川村定住推進協議会（江草孝一会長）の総会が６月２７日開催され、農業振興と地域活性化を図るために会員一丸となって新規就農者の
確保と移住促進に取り組むことを確認しました。（会議に出席した会員、行政関係者など全員で「頑張ろう！」と力強くコールした。前列左から4人目が江草会
長、その右が近藤高梁市長）

６年度コミュニティ総会 5/9
平川地区コミュニティ協議会（江草光政会長）の総会
が、いこいの家で町内会長など関係者４０名が出席し
て開催されました。今年度予算総額は、繰越金が前年
度と比べ多かったことから30万円増の290万円。事業内
容は納涼大会や旭川学園との交流、サロン開催など昨
年度とほぼ同じ内容となっています。

５
月

日
31

平
川
地
区
中
山
間
連
絡
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議
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会

昨
年
３
月
に
中
山
間
直
接
支
払

・
集
落
協
定
関
係
者
な
ど
で
設
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さ
れ
た
連
絡
協
議
会
（
平
木
宗
夫
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長
）
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総
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が
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員
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ど
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出
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ま
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30
た
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議
で
は
現
在
、
各
集
落
で
取

り
組
ん
で
い
る
直
接
支
払
い
制
度

に
つ
い
て
水
稲
の
防
除
作
業
な
ど

共
同
で
行
う
「
広
域
化
」
を
今
年

度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
ド

ロ
ー
ン
の
購
入
、
ま
た
、
そ
れ
を

操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
な
ど
の
方
針
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

平川村定住推進協議会の取り組み
これまでぶどう９組、トマト４組が移住・就農
平成18年、トマト・ぶどう生産部会関係者が、「この

ままでは（ぶどう、トマト）産地の維持が困難になる」
との危惧から、耕作者の将来に向けての考えや園地の将
来図を示された。これにより、今後は「新規就農者の確
保」に取り組む方針が出されたことで、平成20年に現在

の組織が立ち上げられた。

無理をせず、1年に1組の就農を目標に！
～H26 ～H30 R1 R2 R3 R5 計

トマト 1 1 1 1 4組
ぶどう 5 1 1 1 1 9組
計 6 2 1 2 1 1 13組

◀平成27年に移住しトマト栽培の
研修を2年間行い、H29年に就農し
た與田さん夫妻（後列）と令和5
年に移住し、1年間與田さんの下
で研修を受け、6年度から就農し
た矢尾さん夫妻。

面積、額ともに増加
栽培面積（平川地域内、数値はJA資料から）

H22年 R5
トマト 1.38ha 1.45ha +0.07ha
ぶどう 13.60ha 14.84ha +1.24ha

販売金額
H22年 R5

トマト 3,183万円 3,833万円 +650 万円
ぶどう 17,290万円 21,256万円 +3,966万円

平成29年度、金野
地内の農地約2haを
造成・区画整理し
た通称L字団地に
は、4組の新規就農
者がぶどう(3)とト
マト(1)を栽培している。会では、令和7年度から新たに
2ha造成するよう市に要望している。

納 涼 盆 踊 り
・8月14日（水）
午後7時～

・いこいの家広場
・神楽、踊り、花
火、各種バザー

皆さんのご来場をお待ち
しています！




